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　低炭水化物食　熱産生栄養素　脂質異常症

非肥満者における低炭水化物食が
血液脂質代謝マーカーへ与える影響

研究内容

　低炭水化物食は主食を抜くことにより簡単にできるダイエット法として普及していますが，背景となっている研究

は欧米の肥満者を対象としたものです．日本人のような肥満者が少ない集団においては，低炭水化物食が健康に与え

る影響についてはまだ十分な研究がされていません．低炭水化物食はヘルシーな食事ととらえがちですが，エネルギー

を産生する栄養素である脂質，たんぱく質の摂取割合が高い食事でもあるため，血液中の脂質代謝マーカー（コレス

テロールや中性脂肪）との関与が考えられます．そこで，中高年者の集団において，肥満者のみならず肥満でない方

への関連も検討し，食事の相談へ役立てられるエビデンスづくりをしています．
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社会連携・産学連携の可能性

　“ 栄養・食事 ” と健康アウトカムとの関連についてご相談ください．
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